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ご使用の前にご確認ください。ご使用の前にご確認ください。

「ＥＢＥ整備システム」をご導入いただき、誠にありがとうございます。
本製品をご使用いただく前に下記事項についてご確認いただき、正しくお使いいただけます
ようお願い申し上げます。

１．ソフト（ＥＢＥ整備システム）をインストールしたパーソナルコンピュータ（ＰＣ）の
電源の入切については所定の正しい操作で行なってください。
起動中のＰＣのコンセントを抜いたりすることは絶対に行なわないでください。

２．ソフト（ＥＢＥ整備システム）をインストールしたＰＣにＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｘｃｅｌ，Ｗｏｒｄ正
規版以外のソフトウェアをインストールする場合には自己の責任において行なってくだ
さい。
上記以外のソフトウェアをインストールし、万一ＥＢＥ整備システムが正常に動作しな
くなった場合の修復は有償による対応となります。
また、状態によっては修復等の対応をお引き受けできない場合があります。

３．データのバックアップは定期的に行なってください。また、バックアップは外付型のハ
ードディスクなど、本体のハードディスク以外の媒体に行なってください。
※ＰＣ本体のハードディスクに保存した場合、ＰＣ本体の故障時にはデータ復旧ができ
ないことがあります。

※データ復旧やＰＣ入替時のソフト移し替えの際はバックアップした時点までのデータ
復旧、データ移行になります。

４．バックアップ処理が正常に完了しなかったり、ソフト操作時に度々エラーが発生するな
ど、ソフト（ＥＢＥ整備システム）が正常に動作していないと思われる場合は速やかに
弊社までご連絡ください。

５．データベースの更新や法改正等に伴い更新プログラムを配布する場合などは、随時ご連
絡を差し上げますので、所定の操作にて更新作業をお願い申し上げます。
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はじはじめめにに

本操作説明書はＥＢＥ整備システムをご導入された皆様に、１日も早くシステムを使いこなし
ていただくため、車検業務の流れに沿った基本的な操作のみに絞った入門テキストです。
本説明書の流れに沿って繰り返し練習いただき、また、実際のお客さまを登録したり、伝票発
行を行なうことで、システムの基本的な操作・運用方法をマスターいただき、収益アップにお
役立ていただきたいと思います。
それでは早速、下記の基本的な業務の流れに沿って操作を解説してまいります。

お客さまからの車検依頼お客さまからの車検依頼

車検証等書類の確認車検証等書類の確認

車検コースの選択・値引項目の選択車検コースの選択・値引項目の選択

追加整備項目の入力追加整備項目の入力

諸費用の入力・伝票画面の編集諸費用の入力・伝票画面の編集

顧客・車両情報の登録顧客・車両情報の登録

伝票(見積書)の印刷・後日整備登録伝票(見積書)の印刷・後日整備登録

追加整備決定と伝票編集追加整備決定と伝票編集

申請書類の印刷申請書類の印刷

納品書の印刷納品書の印刷

精算・納車精算・納車



Ｐ－１

基本操作Ⅰ

見積書の発行

基本基本操作操作ⅠⅠ

見積書の発行見積書の発行



１．顧客・車両情報の登録１．顧客・車両情報の登録
お客さまから店頭にて車検の依頼を受けたとします。
まず、車検の概算費用についてお見積書を作成するために、お客さまの車検証、自賠責保険
証明書などをお預かりし、情報をＥＢＥ整備システムに登録します。

１．デスクトップ画面よりＥＢＥ整備システムショートカットアイコンをダブルクリックし、
ＴＯＰメニューを表示させます。

２．「伝票作成」をクリックし、「新規」を選択します。

Ｐ－２

１

２

ショートカットメニューの表示名称はわかりやすい名称
に変えることができます。
この例では「伝票作成」を「見積書・納品書作成」とい
う名称にしています。

ショートカットメニューの表示名称はわかりやすい名称
に変えることができます。
この例では「伝票作成」を「見積書・納品書作成」とい
う名称にしています。

マスタ保守メニュー「使用環境」の
「19ショートカット」の設定画面

「伝票作成」の業務ボタンを「見積書・納品書
作成」と表示するようにセットされているのが
わかります。



Ｐ－３

１．顧客・車両情報の登録１．顧客・車両情報の登録

３．顧客・車両検索ウィンドウが開きますので新規で顧客・車両情報を入力するためには
「新規」ボタンを押します。

既に顧客や車両情報が登録されているお客様
を呼び出して伝票を作成する場合は、「車両
ナンバー」「顧客名カナ」などで顧客・車両
情報を呼び出します。
（操作方法については 頁をご参照下さい）

既に顧客や車両情報が登録されているお客様
を呼び出して伝票を作成する場合は、「車両
ナンバー」「顧客名カナ」などで顧客・車両
情報を呼び出します。
（操作方法については 頁をご参照下さい）

４．「顧客登録」画面が表示されますので、顧客名を正確に入力します。

顧客名・フリガナを正確に
入力します。

顧客名・フリガナを正確に
入力します。

同じ名前のお客様が既に登録されている場合は「顧客重複
データ一覧ウィンドウ」が開きますので、本人の場合はそ
の顧客を選択します。
同姓同名の別の方の場合は「追加登録」を選択し、「確定」
を押して顧客登録画面に戻ります。



「都道府県」を
選択します。

「都道府県」を
選択します。

市・区・町の上枠をクリック
すると一覧が表示されます。

市・区・町の上枠をクリック
すると一覧が表示されます。

該当する市・区・町
を選択します。

該当する市・区・町
を選択します。

同様に大字の上枠をクリック
して一覧を表示させ、該当す
る町名等を選択していきます。

同様に大字の上枠をクリック
して一覧を表示させ、該当す
る町名等を選択していきます。

Ｐ－４

該当する住所を選択したら
最後に「確定」を押します。

該当する住所を選択したら
最後に「確定」を押します。

住所検索ウィンドウの使い方は下記のとおりです。
※顧客登録画面の「住所コード」「郵便番号」「住所１」「住所２」の何れかのボタンを押すと住所検索ウィンドウ
が開きます。

住所は下記いずれかの方法で入力します。
①車検証に記載されている住所コードを入力
②郵便番号を入力
③住所検索ウィンドウから住所を選択

住所は下記いずれかの方法で入力します。
①車検証に記載されている住所コードを入力
②郵便番号を入力
③住所検索ウィンドウから住所を選択

５．住所コードや郵便番号、または住所検索ウィンドウを使って住所を選択・入力して
いきます。

１．顧客・車両情報の登録１．顧客・車両情報の登録

２ ４

５

１ ３

６



Ｐ－５

１．顧客・車両情報の登録１．顧客・車両情報の登録

６．丁目、番地、電話番号など必要な情報を入力していきます。

丁目、番地、電話番号などの情報を入力
していきます。
必要に応じてメールアドレスなども登録
することができます。

丁目、番地、電話番号などの情報を入力
していきます。
必要に応じてメールアドレスなども登録
することができます。

ここに入力する情報は車検証の情報ではなく、車検当日の連絡や、次回車検のご案内ＤＭが送付できるお客様の
現住所を入力します。

POINT

７．必要な情報を全て入力し終えたら登録ボタンを押します。

①登録ボタンを押します。①登録ボタンを押します。

②確認メッセージが表示されますので
はいをクリックします。

②確認メッセージが表示されますので
はいをクリックします。



Ｐ－６

１．顧客・車両情報の登録１．顧客・車両情報の登録

７．自動的に「車両登録」画面が表示されますので、自動車登録番号から順番に車検証の
情報を入力していきます。

ナンバープレート（支局名）の選択ガイドはよく使う名称を
上位に表示させることができます。（８つまで）

※マスター保守メニュー「使用環境」の「21陸事名表示順」で表示
順を登録します。

ナンバープレート（支局名）の選択ガイドはよく使う名称を
上位に表示させることができます。（８つまで）

※マスター保守メニュー「使用環境」の「21陸事名表示順」で表示
順を登録します。

ナンバープレートを入力し終えると「型式検索ウィンドウ」
が開きますので、型式指定番号・類別区分番号などを入力
して、該当する車両を表示させます。

ナンバープレートを入力し終えると「型式検索ウィンドウ」
が開きますので、型式指定番号・類別区分番号などを入力
して、該当する車両を表示させます。



１．顧客・車両情報の登録１．顧客・車両情報の登録
Ｐ－７

入力した型式指定番号・類別区分番号で該当するグレードが
複数ある場合は「型式検索ウィンドウ」が表示されますので
該当するグレード等を選択し、確定を押します。

入力した型式指定番号・類別区分番号で該当するグレードが
複数ある場合は「型式検索ウィンドウ」が表示されますので
該当するグレード等を選択し、確定を押します。

１

２

指定した型式・グレードの自動車の諸元情報が表示され
カーソルが登録年月日の入力欄に移りますので、カーソ
ルの移動する順に項目を入力していきます。

指定した型式・グレードの自動車の諸元情報が表示され
カーソルが登録年月日の入力欄に移りますので、カーソ
ルの移動する順に項目を入力していきます。



Ｐ－８

１．顧客・車両情報の登録１．顧客・車両情報の登録

①登録年月日・初度登録年月
を入力します。

①登録年月日・初度登録年月
を入力します。

②自家用・事業用の別を
選択します。

②自家用・事業用の別を
選択します。

③車台番号を入力します。③車台番号を入力します。

④所有者氏名・住所には顧客情報が自動表示され
ますので、異なる場合は直接修正するか、住所
コード等を入力し直して修正します。

※氏名が異なる場合→直接修正入力します。
※住所が異なる場合→住所コードを再入力します。

④所有者氏名・住所には顧客情報が自動表示され
ますので、異なる場合は直接修正するか、住所
コード等を入力し直して修正します。

※氏名が異なる場合→直接修正入力します。
※住所が異なる場合→住所コードを再入力します。

ディーラーやリース会社でローンやリースを組んでいる車両は所有者名義が
ディーラーやリース会社になっていることがあります。この場合で、車検証
に所有者コードが記載されているものは、「所有者氏名」の項目をクリック
すると「所有者コード検索ウィンドウ」が開きます。所有者コードを入力す
ると該当する情報が所有者欄に表示されます。

ディーラーやリース会社でローンやリースを組んでいる車両は所有者名義が
ディーラーやリース会社になっていることがあります。この場合で、車検証
に所有者コードが記載されているものは、「所有者氏名」の項目をクリック
すると「所有者コード検索ウィンドウ」が開きます。所有者コードを入力す
ると該当する情報が所有者欄に表示されます。

該当する所有者が表示され、使用者欄に顧客情報が
表示されます。

該当する所有者が表示され、使用者欄に顧客情報が
表示されます。



Ｐ－９

残りの必要な情報を入力していきます。

１．顧客・車両情報の登録１．顧客・車両情報の登録

②車検満了日を入力します。
（期間は自動表示されます）

②車検満了日を入力します。
（期間は自動表示されます）

①走行距離を入力します。
（後で伝票入力画面で入力
しても構いません）

①走行距離を入力します。
（後で伝票入力画面で入力
しても構いません）

③法定点検日を入力します。
（期間は自動表示されます）

③法定点検日を入力します。
（期間は自動表示されます）

④任意点検日は車検・法定点検サイクル
以外の点検があれば入力します。

※このサイクルでＤＭを発信する場合など

④任意点検日は車検・法定点検サイクル
以外の点検があれば入力します。

※このサイクルでＤＭを発信する場合など

⑤料金ランクを選択します。
※料金ランクを選択しないと正しい見積
金額が表示されないことがありますの
で必ず選択してください。

⑤料金ランクを選択します。
※料金ランクを選択しないと正しい見積
金額が表示されないことがありますの
で必ず選択してください。

登録ボタンを押します。登録ボタンを押します。

確認メッセージが表示されますので
はいをクリックします。

確認メッセージが表示されますので
はいをクリックします。

８．必要な情報を全て入力し終えたら登録ボタンを押します。

１

２



２２．．伝票基本情報の入力・伝票基本情報の入力・車検車検コースコースの選択の選択
Ｐ－１０

１．伝票作成画面が表示されたら、必要な項目を選択・入力していきます。

この欄の項目について、選択・入力していきます。この欄の項目について、選択・入力していきます。

この欄には、顧客・車両登録画面で入力された情報が表示されています。
（通常は入力・修正する必要はありません）

この欄には、顧客・車両登録画面で入力された情報が表示されています。
（通常は入力・修正する必要はありません）

①コースを設定している場合は
コースを選択します。

①コースを設定している場合は
コースを選択します。

③受付担当者・整備担当者を選択
します。

※担当者の登録・修正はマスター登録
の「30担当者情報」で行ないます。

③受付担当者・整備担当者を選択
します。

※担当者の登録・修正はマスター登録
の「30担当者情報」で行ないます。

②必要に応じて走行距離を入力します。
（伝票に印刷されます）

②必要に応じて走行距離を入力します。
（伝票に印刷されます）

種別はコースを設定している
場合自動表示されます。

種別はコースを設定している
場合自動表示されます。

「コース」を設定していても「ランク」や「種別」が選択されてい
ないと、次の整備明細入力画面でコース内容が自動表示されないの
で、必ず「ランク」と「種別」を選択してから整備明細画面に移行
してください。

「コース」を設定していても「ランク」や「種別」が選択されてい
ないと、次の整備明細入力画面でコース内容が自動表示されないの
で、必ず「ランク」と「種別」を選択してから整備明細画面に移行
してください。

予め設定したレバレートが
自動表示されます。

予め設定したレバレートが
自動表示されます。

④お客様からの承り事項等が
あれば入力します。

④お客様からの承り事項等が
あれば入力します。

例えば一般整備の伝票など、コースを
設定していない伝票を作成する場合は
は必ず「種別」を選択してから伝票明
細画面に移行してください。
※「ランク」も自動表示されない場合
は手動で選択してください。

例えば一般整備の伝票など、コースを
設定していない伝票を作成する場合は
は必ず「種別」を選択してから伝票明
細画面に移行してください。
※「ランク」も自動表示されない場合
は手動で選択してください。

ランクは車検証情報入力画面
でランクを選択して登録して
ある場合自動表示されます。

ランクは車検証情報入力画面
でランクを選択して登録して
ある場合自動表示されます。



３３．．整備明細（追加整備）整備明細（追加整備）のの入力入力
Ｐ－１１

２．伝票作成画面の入力が終わったら「整備明細」ボタンを押して画面を切り替えます。

左から順に入力していくと伝票が完成します。左から順に入力していくと伝票が完成します。

コースが設定されている場合、コースの作業内容が
自動表示されます。

コースが設定されている場合、コースの作業内容が
自動表示されます。

３．次に車検時にあわせて行なう整備を選択・入力していきます。
セット作業が登録されている場合、まずセット検索ボタンを押します。

セット作業検索ウィンドウが開くので、該当する
セットを選択してください。

セット作業検索ウィンドウが開くので、該当する
セットを選択してください。

作業・部品の追加入力を開始したい
行にマウスを合わせて一度クリック
します。

作業・部品の追加入力を開始したい
行にマウスを合わせて一度クリック
します。

２

４
３

１



Ｐ－１２

３３．．整備明細（追加整備）整備明細（追加整備）のの入力入力

４．セット検索ウィンドウが表示されますので、明細に追加したい項目をクリックします。

明細に追加したい項目の□をクリックするとチェックマーク
が入り、選択されます。
（選択した順に明細に反映しますので注意してください）
選択し終えたら確定ボタンを押します。

明細に追加したい項目の□をクリックするとチェックマーク
が入り、選択されます。
（選択した順に明細に反映しますので注意してください）
選択し終えたら確定ボタンを押します。

５．選択した作業・部品が明細に反映されます。

予めマスタに登録されている料金は
自動表示します。

予めマスタに登録されている料金は
自動表示します。

技術料や（部品）単価欄をクリックすると
予め登録されていた値引文言を表示するこ
とができます。
※値引文言のはマスター登録の「20値引文言」
で登録・修正することができます。

技術料や（部品）単価欄をクリックすると
予め登録されていた値引文言を表示するこ
とができます。
※値引文言のはマスター登録の「20値引文言」

で登録・修正することができます。

マスタに登録されていない料金は
手入力することができます。

マスタに登録されていない料金は
手入力することができます。

整備工数（日整連作業点数表）データを搭載
しているシステムは工数データが表示されます。
※予め設定したレバーレートで金額を算出

整備工数（日整連作業点数表）データを搭載
しているシステムは工数データが表示されます。
※予め設定したレバーレートで金額を算出

数量は手入力で変更する
ことができます。

数量は手入力で変更する
ことができます。

純正部品価格データを搭載しているシステム
では価格が表示されます。

純正部品価格データを搭載しているシステム
では価格が表示されます。



Ｐ－１３

３３．．整備明細（追加整備）整備明細（追加整備）のの入力入力

６．②作業検索ボタンからはグループ分類された項目から作業・部品を検索することができ
ます。

名称欄に探したい項目名の一部を
入力すると該当する作業が表示さ
れます。

名称欄に探したい項目名の一部を
入力すると該当する作業が表示さ
れます。

作業項目を選択すると関連する
部品が表示され、一緒に選択す
ることができます。

作業項目を選択すると関連する
部品が表示され、一緒に選択す
ることができます。

７．選択した作業・部品が明細に反映されます。



４４．．原価原価のの入力入力
Ｐ－１４

粗利益管理をしている場合は、「原価明細」ボタンを押して画面を切り替え、原価を入力し
ます。（納品書発行後などに伝票を呼び出して、後で入力することもできます。）

技術料の原価は技術料原価（金額）または工数で入力することが
できます。部品の原価は部品原価欄に金額を入力します。
また予め原価率をマスタ登録しておき、自動表示させることもで
きます。
※原価率はマスター登録の「21原価率」で登録・修正することができます。

技術料の原価は技術料原価（金額）または工数で入力することが
できます。部品の原価は部品原価欄に金額を入力します。
また予め原価率をマスタ登録しておき、自動表示させることもで
きます。
※原価率はマスター登録の「21原価率」で登録・修正することができます。



５５．．諸費用の確認・入力諸費用の確認・入力
Ｐ－１５

１．「諸費用」ボタンをクリックして画面を切り替え、金額を確認・入力します。

重量税・自賠責・印紙代については
マスタに登録されている金額を自動
表示します。

重量税・自賠責・印紙代については
マスタに登録されている金額を自動
表示します。

諸費用が自動表示されない場合は
「車検諸費用表示」ボタンを押し
てください。

諸費用が自動表示されない場合は
「車検諸費用表示」ボタンを押し
てください。

２．車検切れの車や減税対象車などの場合で、自動表示された金額が違う場合は修正します。

重量税・自賠責についてはガイドボタンを
押すことで各々の検索ウィンドウから該当
する料金を選ぶことができます。

重量税・自賠責についてはガイドボタンを
押すことで各々の検索ウィンドウから該当
する料金を選ぶことができます。

①自賠責の期間を変更する場合は
自賠責検索ボタンを押します。

①自賠責の期間を変更する場合は
自賠責検索ボタンを押します。

②期間を再入力します。②期間を再入力します。

③該当する料金を選択して確定ボタン
を押します。
（またはダブルクリック）

③該当する料金を選択して確定ボタン
を押します。
（またはダブルクリック）

減税対象車、免税対象車、１８年を超える
車の重量税はマスタに登録がありませんの
で手入力で金額を修正します。

減税対象車、免税対象車、１８年を超える
車の重量税はマスタに登録がありませんの
で手入力で金額を修正します。



６６．．前受金・値引の入力前受金・値引の入力
Ｐ－１６

１．法定費用を預かるなど、事前に預かった金額がある場合は、前受金として入力します。
（入力された金額は納品書などの伝票の請求額から控除されます）

①前受金ボタンを押して画面を切り替えます。①前受金ボタンを押して画面を切り替えます。

②預かった金額を「入金額」の欄に入力します。
※内訳はまず諸費用非課税分に自動的に振り分けら

れ、諸費用相当額を超える場合は整備分に振り分
けられます。

②預かった金額を「入金額」の欄に入力します。
※内訳はまず諸費用非課税分に自動的に振り分けら

れ、諸費用相当額を超える場合は整備分に振り分
けられます。

③値引がある場合は「区分別値引」のボタンを押して
「集計区分別値引入力」画面を表示させます。

③値引がある場合は「区分別値引」のボタンを押して
「集計区分別値引入力」画面を表示させます。

（値引がある場合）
「集計区分別値引入力画面」から値引金額を入力します。

値引金額を入力し、確定を押します。値引金額を入力し、確定を押します。



７７．．伝票印刷内容の確認と印刷伝票印刷内容の確認と印刷
Ｐ－１７

１．「プレビュー」ボタンを押して、印刷イメージを表示させ、印刷する内容を確認します。

①プレビューボタンを押すと伝票の印刷
イメージが表示されます。

①プレビューボタンを押すと伝票の印刷
イメージが表示されます。

スクロールバーを動か
せば下部を表示させる
ことができます。

スクロールバーを動か
せば下部を表示させる
ことができます。

②印刷される項目や金額を確認していきます。②印刷される項目や金額を確認していきます。

２．内容が確認できたら「印刷」ボタンを押します。

印刷ボタンを押すとデータを登録する確認メッセージが
表示されるので「はい」をクリックします。

印刷ボタンを押すとデータを登録する確認メッセージが
表示されるので「はい」をクリックします。



Ｐ－１８

３．印刷確認メッセージが表示されるので、「はい」を押します。

７７．．伝票印刷内容の確認と印刷伝票印刷内容の確認と印刷

４．プリンターの設定内容を確認する画面が表示されますので確認して「印刷」を押します。



Ｐ－１９

５．「概算見積書」が正しく印刷されたら「はい」を押します。

７７．．伝票印刷内容の確認と印刷伝票印刷内容の確認と印刷

プリンタから正しく印刷されなかった場合、「いいえ」をクリックする
とプリンタ設定内容の確認画面に戻り、再度印刷することができます。

プリンタから正しく印刷されなかった場合、「いいえ」をクリックする
とプリンタ設定内容の確認画面に戻り、再度印刷することができます。

６．「部品見積依頼書」を印刷する設定にしてある場合、続いて部品見積書発行の確認
メッセージが表示されます。

「部品見積依頼書」を印刷したい場合は「はい」をクリックします。

※部品見積依頼書発行の連動有無は「02伝票作成」で登録・修正することが
できます。

「部品見積依頼書」を印刷したい場合は「はい」をクリックします。

※部品見積依頼書発行の連動有無は「02伝票作成」で登録・修正することが
できます。



Ｐ－２０

８８．．部品見積依頼書の印刷部品見積依頼書の印刷
７．「部品見積依頼書」の内容確認画面が表示されますので、「対象伝票」の項目から内容を確

認し、必要に応じて編集していきます。

予め登録された宛名（送付先の
部品商様）が表示されます。

予め登録された宛名（送付先の
部品商様）が表示されます。

今日の日付が表示されます。
（直接入力またはプルダウンボタンからカレンダー
を表示させて変更することができます）

今日の日付が表示されます。
（直接入力またはプルダウンボタンからカレンダー
を表示させて変更することができます）

プルダウンボタンから
担当者を選択します。

プルダウンボタンから
担当者を選択します。

８．「対象車両」の画面に切り替えると、伝票を作成した車両の情報が確認できます。
（部品見積依頼書に印字される社名や型式指定・類別区分番号など、車両諸元情報の内容確認のために
この画面がありますが、特に修正の必要がなければ確認だけでＯＫです）



８８．．部品見積依頼書の印刷部品見積依頼書の印刷
Ｐ－２１

９．「部品明細」の画面に切り替えると、作成した伝票の「整備明細」で入力されている部品
が表示されますので、必要に応じて編集していきます。

１０．「プレビュー」の画面に切り替えると、伝票の印刷イメージが表示されますので、内容を
確認して印刷ボタンを押します。
（修正したい場合は「部品明細」などのボタンを押して、戻って修正します）

部品商様に見積依頼をしない品目については
適宜削除していきます。

部品商様に見積依頼をしない品目については
適宜削除していきます。

印刷ボタンを押した後に確認メッセージが表示
示される等の手順は伝票作成時と同一です。

印刷ボタンを押した後に確認メッセージが表示
示される等の手順は伝票作成時と同一です。

ここに表示されるメッセージは「作成条件」の画面
で編集することができます。
（初期値はマスター保守メニュー「使用環境」の「13部品
見積依頼書」で設定したメッセージが表示されます）



Ｐ－２２

車検基本オペレーションⅡ

申請書類の印刷

車検基本オペレーション車検基本オペレーションⅡⅡ

申請書類の印刷申請書類の印刷

※ＥＢＥ整備カスタムで申請書類オプション未契約の場合は本機能はご利用いただけません。
（自賠責契約書印刷機能を除く）



Ｐ－２３

９．継続検査申請書の印刷９．継続検査申請書の印刷
車検の予約が決まったら、車検当日に備えて各種申請書類の印刷を行ないます。
このシステムでは継続検査申請書（ＯＣＲシート），重量税納付書，自動車検査票などを印刷
することができますので、書類作成の手間を省くことができ、大変便利です。
※各書類の書式は検査登録事務所などで入手してください。

２．「顧客・車両検索ウィンドウ」が表示されますので、該当する車両を選択し、確定ボタンを
押します。

１．ＴＯＰメニュー（ショートカット）画面から「申請書類印刷」をクリックします。
※ショートカットのリンク元の名前は「車検時申請書類」です。

「申請書類印刷」をクリックすると対象車両
を選ぶための「顧客・車両検索ウィンドウ」
が開きます。登録済みの車両を呼び出すには
「車両ナンバー」で４桁の登録番号を入力し
て検索します。
（勿論、顧客コードなど他の方法でも検索で
きます）

「申請書類印刷」をクリックすると対象車両
を選ぶための「顧客・車両検索ウィンドウ」
が開きます。登録済みの車両を呼び出すには
「車両ナンバー」で４桁の登録番号を入力し
て検索します。
（勿論、顧客コードなど他の方法でも検索で
きます）



Ｐ－２４

９．継続検査申請書の印刷９．継続検査申請書の印刷

３．申請書類の選択画面が表示されますので、「継続検査申請書」をクリックします。

４．「対象車両」の画面が開きますので、印刷する内容を確認します。
（修正の必要があれば修正します）

車両が軽自動車の場合は、軽自動車用の
申請書類選択画面が開きます。

車両が軽自動車の場合は、軽自動車用の
申請書類選択画面が開きます。

走行距離は車検証入力画面や伝票作成
画面で最終入力したものが表示されま
すので必要に応じて修正します。

走行距離は車検証入力画面や伝票作成
画面で最終入力したものが表示されま
すので必要に応じて修正します。

申請年月日は今日の日付（システム日付）が
表示されますので、翌日以降に車検場に持ち
込む場合は持込日の日付に修正してください。

申請年月日は今日の日付（システム日付）が
表示されますので、翌日以降に車検場に持ち
込む場合は持込日の日付に修正してください。



Ｐ－２５

９．継続検査申請書の印刷９．継続検査申請書の印刷

５．「固定項目」の画面では、継続検査申請書に通常印刷する受検者名称などの項目が表示され
ます。未入力の場合は各項目を入力の上、条件登録ボタンを押します。

条件登録ボタンは常に自動表示
させたい内容を登録したい場合
に使用します。

（条件登録を押すと次回、別の
車両の継続検査申請書を作成す
る時に今回と同じ内容が自動表
示されます）

条件登録ボタンは常に自動表示
させたい内容を登録したい場合
に使用します。

（条件登録を押すと次回、別の
車両の継続検査申請書を作成す
る時に今回と同じ内容が自動表
示されます）



Ｐ－２６

９．継続検査申請書の印刷９．継続検査申請書の印刷

６．「プレビュー」ボタンを押すと、印刷イメージが確認できます。

７．印刷確認画面が表示されますので、継続検査申請書をプリンタにセットしてから印刷ボタン
を押します。

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

印刷が正しくされたか確認するメッセージが表示されます。
「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。

印刷が正しくされたか確認するメッセージが表示されます。
「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。



Ｐ－２７

１０１０．．重量税納付書重量税納付書のの印刷印刷

１．継続検査申請書に続いて重量税納付書を印刷する場合は、申請書類の選択画面が表示されて
いますので、「重量税納付書」をクリックします。

２．「対象車両」の画面が表示されますので、内容を確認します。

対象車両を呼び出して重量税納付書を印刷する場合は、継続検査申請書
の印刷と同様、「申請書類印刷」をクリックして「顧客・車両検索ウィ
ンドウを表示させ、車両ナンバーなどで車両を検索し、確定します。

対象車両を呼び出して重量税納付書を印刷する場合は、継続検査申請書
の印刷と同様、「申請書類印刷」をクリックして「顧客・車両検索ウィ
ンドウを表示させ、車両ナンバーなどで車両を検索し、確定します。

本日の日付（システム日付）が表示されます
ので、必要に応じて修正します。

本日の日付（システム日付）が表示されます
ので、必要に応じて修正します。



Ｐ－２８

１０１０．．重量税納付書重量税納付書のの印刷印刷

３．「プレビュー」をクリックすると印刷内容の確認画面が表示されますので、内容を確認し、
重量税納付書をプリンタにセットしてから印刷ボタンをクリックします。

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

４．印刷が正しくされたか確認するメッセージが表示されます。

「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。

「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。



Ｐ－２９

１１１１．．自動車検査票自動車検査票のの印刷印刷

２．自動車検査票の印刷面を選択するウィンドウが表示されます。

１．重量税納付書に続いて自動車検査票を印刷する場合は、申請書類の選択画面が表示されて
いますので、「自動車検査票」をクリックします。

対象車両を呼び出して重量税納付書を印刷する場合は、継続検査申請書
の印刷と同様、「申請書類印刷」をクリックして「顧客・車両検索ウィ
ンドウを表示させ、車両ナンバーなどで車両を検索し、確定します。

対象車両を呼び出して重量税納付書を印刷する場合は、継続検査申請書
の印刷と同様、「申請書類印刷」をクリックして「顧客・車両検索ウィ
ンドウを表示させ、車両ナンバーなどで車両を検索し、確定します。

自動車検査票（１），自動車検査票（２）で
印刷されるのはそれぞれ右図の画面です。

自動車検査票（１），自動車検査票（２）で
印刷されるのはそれぞれ右図の画面です。



Ｐ－３０

１１１１．．自動車検査票自動車検査票のの印刷印刷

３．「自動車検査票（１）」をクリックすると、「対象車両」の確認画面が表示されます。

印刷する内容を確認して必要に応じて修正します。
ＯＫであれば「プレビュー」ボタンを押します。

印刷する内容を確認して必要に応じて修正します。
ＯＫであれば「プレビュー」ボタンを押します。

この項目は次の「固定項目」の画面で入力
されたものが反映します。

この項目は次の「固定項目」の画面で入力
されたものが反映します。



Ｐ－３１

１１１１．．自動車検査票自動車検査票のの印刷印刷

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。

「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。

５．印刷が正しくされたか確認するメッセージが表示されます。

４．「プレビュー」をクリックすると印刷内容の確認画面が表示されますので、内容を確認し、
自動車検査票をプリンタにセットしてから印刷ボタンをクリックします。



Ｐ－３２

１１１１．．自動車検査票自動車検査票のの印刷印刷

７．自動車検査票の印刷面を選択するウィンドウが表示されますので、「自動車検査票（２）」
をクリックします。

６．自動車検査票（１）の印刷が終わったら、引き続き自動車検査票（２）を印刷するために
再度「自動車検査票」をクリックします。

対象車両を呼び出して重量税納付書を印刷する場合は、継続検査申請書
の印刷と同様、「申請書類印刷」をクリックして「顧客・車両検索ウィ
ンドウを表示させ、車両ナンバーなどで車両を検索し、確定します。

対象車両を呼び出して重量税納付書を印刷する場合は、継続検査申請書
の印刷と同様、「申請書類印刷」をクリックして「顧客・車両検索ウィ
ンドウを表示させ、車両ナンバーなどで車両を検索し、確定します。



Ｐ－３３

１１１１．．自動車検査票自動車検査票のの印刷印刷

８．「自動車検査票２（２）」をクリックすると、「対象車両」の確認画面が表示されます。

印刷する内容を確認して必要に応じて修正します。
ＯＫであれば「プレビュー」ボタンを押します。

印刷する内容を確認して必要に応じて修正します。
ＯＫであれば「プレビュー」ボタンを押します。



Ｐ－３４

１１１１．．自動車検査票自動車検査票のの印刷印刷

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。

「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。

１０．印刷が正しくされたか確認するメッセージが表示されます。

９．「プレビュー」をクリックすると印刷内容の確認画面が表示されますので、内容を確認し、
自動車検査票をプリンタにセットしてから印刷ボタンをクリックします。



Ｐ－３５

１２１２．．整備記録簿整備記録簿のの印刷印刷

２．記録簿の種類を選択するウィンドウが表示されますので、印刷したい記録簿を選択します。
（ここでは自家用乗用２年の分解整備記録簿を例として手順を説明します。）

１．整備記録簿（定期点検記録簿）の印刷は「申請書類印刷」から「顧客・車両検索ウィンドウ」
を表示させ、車両ナンバーなどで車両を検索して確定します。

申請書類の選択画面が表示されたら
「認証記録簿」をクリックします。

申請書類の選択画面が表示されたら
「認証記録簿」をクリックします。

整備記録簿（定期点検記録簿）の印刷にはドットインパクトプリンタの導入が必要です。整備記録簿（定期点検記録簿）の印刷にはドットインパクトプリンタの導入が必要です。



Ｐ－３６

１２１２．．整備記録簿整備記録簿のの印刷印刷

３．「対象車両」の確認画面が表示されますので内容を確認し、必要な項目を入力します。

印刷する内容を確認して必要に応じて修正します。
ＯＫであれば「プレビュー」ボタンを押します。

印刷する内容を確認して必要に応じて修正します。
ＯＫであれば「プレビュー」ボタンを押します。

この項目は次の「固定項目」の画面で入力
されたものが反映します。

この項目は次の「固定項目」の画面で入力
されたものが反映します。



Ｐ－３７

１２１２．．整備記録簿整備記録簿のの印刷印刷

４．「固定項目」の画面では、継続検査申請書に通常印刷する受検者名称などの項目が表示され
ます。未入力の場合は各項目を入力の上、条件登録ボタンを押します。

条件登録ボタンは常に自動表示
させたい内容を登録したい場合
に使用します。

（条件登録を押すと次回、別の
車両の継続検査申請書を作成す
る時に今回と同じ内容が自動表
示されます）

条件登録ボタンは常に自動表示
させたい内容を登録したい場合
に使用します。

（条件登録を押すと次回、別の
車両の継続検査申請書を作成す
る時に今回と同じ内容が自動表
示されます）



Ｐ－３８

１２１２．．整備記録簿整備記録簿のの印刷印刷

５．「プレビュー」ボタンを押すと、印刷イメージが確認できます。

６．印刷確認画面が表示されますので、分解整備記録簿をドットプリンタにセットしてから印刷
ボタンを押します。

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

印刷が正しくされたか確認するメッセージが表示されます。
「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。

印刷が正しくされたか確認するメッセージが表示されます。
「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。



Ｐ－３９

１３１３．．指定整備記録簿指定整備記録簿のの印刷印刷

１．指定整備記録簿の印刷は「申請書類印刷」から「顧客・車両検索ウィンドウ」を表示させ、
車両ナンバーなどで車両を検索して確定します。

申請書類の選択画面が表示されたら
「指定記録簿」をクリックします。

申請書類の選択画面が表示されたら
「指定記録簿」をクリックします。

指定整備記録簿の印刷にはドットインパクトプリンタの導入が必要です。
ここでは操作の流れのみ説明しますが、指定整備記録簿や保安基準適合証の印刷が必要な場合は導入時に詳細
の打合せをさせていただきます。

指定整備記録簿の印刷にはドットインパクトプリンタの導入が必要です。
ここでは操作の流れのみ説明しますが、指定整備記録簿や保安基準適合証の印刷が必要な場合は導入時に詳細
の打合せをさせていただきます。

２．「対象車両」の確認画面が表示されますので内容を確認し、必要な項目を入力します。



Ｐ－４０

１３１３．．指定整備記録簿指定整備記録簿のの印刷印刷

３．「依頼内容」の画面では主に点検・整備・検査の年月日などを入力します。

初期値で今日の日付（システム日付）が表示されますので
必要に応じて日付を変更します。

初期値で今日の日付（システム日付）が表示されますので
必要に応じて日付を変更します。

４．「固定項目」の画面では、指定整備記録簿に通常印刷する受検者名称などの項目が表示され
ます。未入力の場合は各項目を入力の上、条件登録ボタンを押します。

条件登録ボタンは常に自動表示
させたい内容を登録したい場合
に使用します。

（条件登録を押すと次回、別の
車両の継続検査申請書を作成す
る時に今回と同じ内容が自動表
示されます）

条件登録ボタンは常に自動表示
させたい内容を登録したい場合
に使用します。

（条件登録を押すと次回、別の
車両の継続検査申請書を作成す
る時に今回と同じ内容が自動表
示されます）



Ｐ－４１

１１４４．．自動車賠償責任保険証明書の印刷自動車賠償責任保険証明書の印刷

保険会社では自動車賠償責任保険証明書（自賠責保険）を本システムから印刷できる各種書式
を保有しております。
登録されている情報を自賠責保険証明書に印刷して発行することができますので大変便利です。
本機能の使用に当たりましては、事前に代理店契約を結ばれている各保険会社にお問い合わせ
の上、専用の自賠責保険証明書用紙綴りを入手してください。

レーザープリンターやインクジェットプリンタで使用できるのは「レーザープリンター用」などの標記がある１枚
掛けの書式です。
申込書控に同時に印字する複写式の冊子に印字するためにはドットインパクトプリンタの導入が必要です。

上は株式会社損害保険ジャパン様の書式（見本）です。
左側が証明書（お客様用）、右側が申込書と領収書になっており、レーザー
プリンターやインクジェットプリンタで印刷できるタイプです。
下は申込書控えの書式です。

上は株式会社損害保険ジャパン様の書式（見本）です。
左側が証明書（お客様用）、右側が申込書と領収書になっており、レーザー
プリンターやインクジェットプリンタで印刷できるタイプです。
下は申込書控えの書式です。

自賠責保険証明書を印刷するためには各種初期設定が必要です。
システムの導入時に初期設定を行なわず、途中から使用を開始される場合は必ず担当者まで
ご連絡の上、初期設定を済ませてから使用を開始してください。

自賠責保険証明書を印刷するためには各種初期設定が必要です。
システムの導入時に初期設定を行なわず、途中から使用を開始される場合は必ず担当者まで
ご連絡の上、初期設定を済ませてから使用を開始してください。



Ｐ－４２

１１４４．．自動車賠償責任保険証明書の印刷自動車賠償責任保険証明書の印刷

１．ＴＯＰメニュー（ショートカット）画面から「申請書類印刷」をクリックします。
※ショートカットのリンク元の名前は「車検時申請書類」です。

顧客・車両検索ウィンドウが開いたら、対象車両を車両ナンバーなどで検索します。

１

２

３

ＥＢＥ整備カスタムで申請書類オプションを未契約の場合は「申請書類印刷（車検時申請書類）」という項目が
ありませんので、ショートカットまたは「日次」の画面から「自賠責契約書」を選択します。

２

１

３



２．「顧客・車両検索ウィンドウ」が表示されますので、該当する車両を選択し、確定ボタンを
押します。

Ｐ－４３

１１４４．．自動車賠償責任保険証明書の印刷自動車賠償責任保険証明書の印刷

２

１

３．申請書類の選択画面が表示されますので、「自賠責契約書」をクリックします。

「自賠責契約書」の項目から入り、車両を選択した場合は、直接契約内容
の画面が開きますので次頁へ進んでください。

「自賠責契約書」の項目から入り、車両を選択した場合は、直接契約内容
の画面が開きますので次頁へ進んでください。



Ｐ－４４

１１４４．．自動車賠償責任保険証明書の印刷自動車賠償責任保険証明書の印刷

４．「契約内容」の画面が開きますので、各項目を確認し、必要な項目は入力していきます。

②契約区分を選択します。②契約区分を選択します。

保険終了日は保険開始日と契約
月数から自動表示されます。

保険終了日は保険開始日と契約
月数から自動表示されます。

マスター保守メニュー「使用環境」の「22自動表示
データ」で設定した保険会社が自動表示されます。

マスター保守メニュー「使用環境」の「22自動表示
データ」で設定した保険会社が自動表示されます。

保険料は契約月数から、代理店
手数料はマスタで登録した金額
が自動表示されます。

保険料は契約月数から、代理店
手数料はマスタで登録した金額
が自動表示されます。

③証明書番号を入力します。
（冊子番号ではないので注意してください）

③証明書番号を入力します。
（冊子番号ではないので注意してください）

車検満了日は車検証情報入力画
面で登録した日付が自動表示さ
れます。

車検満了日は車検証情報入力画
面で登録した日付が自動表示さ
れます。

④申込日と保険開始日、契約月数を
確認し、必要に応じて修正します。
（初期値は今日の日付が表示されます）

④申込日と保険開始日、契約月数を
確認し、必要に応じて修正します。
（初期値は今日の日付が表示されます）

登録されている情報が表示されるので確認
し、必要に応じて修正します。

登録されている情報が表示されるので確認
し、必要に応じて修正します。

使用の本拠の位置、作成拠点は
マスタで登録されたものが自動
で初期表示されます。

使用の本拠の位置、作成拠点は
マスタで登録されたものが自動
で初期表示されます。

５．「プレビュー」をクリックすると印刷内容の確認画面が表示されますので、内容を確認し、
自賠責証明書をプリンタにセットしてから印刷ボタンをクリックします。

集計表をＥＢＥ整備システムで作成・印刷する場合は
特に証明書番号を間違えないよう注意してください。

集計表をＥＢＥ整備システムで作成・印刷する場合は
特に証明書番号を間違えないよう注意してください。

①保険会社を選択します。①保険会社を選択します。



Ｐ－４５

１１４４．．自動車賠償責任保険証明書の印刷自動車賠償責任保険証明書の印刷

６．印刷の確認メッセージが表示されるので「はい」をクリックします。

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

印刷ボタンを押すと印刷確認メッセージ
が表示されます。
「はい」を押すとプリンタの設定内容の
確認画面が表示されます。
（伝票印刷時と同じです）

７．プリンタ設定の確認メッセージが表示されるので確認してから「印刷」をクリックします。



Ｐ－４６

１１４４．．自動車賠償責任保険証明書の印刷自動車賠償責任保険証明書の印刷

「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。

「はい」を押すと申請書類の選択画面に戻ります。
「いいえ」を押すとプリンタ設定内容の確認画面に戻ります。

８．印刷が正しくされたか確認するメッセージが表示されます。

申請書類に印刷される文字の大きさや印字位置は調整することができます。
書式が変更になった場合や、印字位置の調整が必要な場合は担当者までご連絡ください。

申請書類に印刷される文字の大きさや印字位置は調整することができます。
書式が変更になった場合や、印字位置の調整が必要な場合は担当者までご連絡ください。



Ｐ－４７

１１４４．．自動車賠償責任保険証明書の印刷自動車賠償責任保険証明書の印刷

ｅ‐Ｊｉｂａｉを使用する場合は印刷する内容を入力してから、「ｅ‐Ｊｉｂａｉ」をクリックします。
（事前に証明書等のインストールを済ませてください。また、接続先の設定などについては、担当者までご確認

ください）

ゲートウェイのログイン画面（ブラウザ）が起動しますので、ＩＤ・パスワードを入力します。
ｅ‐Ｊｉｂａｉの契約情報入力画面が開きますので、必要な情報が入力されていることを確認してから
印刷を行ないます。
（ｅ‐Ｊｉｂａｉの画面の操作につきましては、契約の保険会社から提供されたマニュアル等をご参照
ください。

ＥＢＥ整備システムで入力した項目が画面に反映されます。
（半角⇒全角は自動変換されます）
内容を確認した上で自賠責保険証明書の印刷をします。

ＥＢＥ整備システムで入力した項目が画面に反映されます。
（半角⇒全角は自動変換されます）
内容を確認した上で自賠責保険証明書の印刷をします。



Ｐ－４８

車検基本オペレーションⅢ

納品書の発行

車検基本オペレーション車検基本オペレーションⅢⅢ

納品書の発行納品書の発行



Ｐ－４９

１１５５．．伝票呼び出し伝票呼び出し

車検（通検）が完了したら、お客さまと精算・納車を行なうために、納品書を作成します。

２．伝票検索ウィンドウが開きますので、車両ナンバーなどで伝票を検索します。

１．概算見積書として保存した伝票を呼び出し、納品書を作成するために、ＴＯＰ画面から「見
積書・納品書作成（伝票作成）」をクリックし、「変更」を選択します。

１

２



Ｐ－５０

１１５５．．伝票呼び出し伝票呼び出し

３．伝票の選択画面が表示されますので、該当する伝票を選択して確定ボタンをクリックします。

４．伝票作成画面が開き、保存していた伝票（概算見積書）の内容が表示されます。



Ｐ－５１

１１５５．．伝票呼び出し伝票呼び出し

入庫車両一覧（請求書未作成分）をＴＯＰ画面に表示させる設定になっている場合は、表示さ
れている伝票をダブルクリックしても伝票作成画面が開きます。

入庫車両一覧から伝票作成画面を開いた場合、「照会」モードになっていますので、伝票を
編集したい場合は、「切替」ボタンをクリックして「変更」モードに切り替えます。

「変更」モードに切り替えないと、伝票明細の編集（項目追加・
削除）や伝票の種類の切り替え（概算見積書から納品書へ）が
できないので必ず「変更」モードにしてください。

「変更」モードに切り替えないと、伝票明細の編集（項目追加・
削除）や伝票の種類の切り替え（概算見積書から納品書へ）が
できないので必ず「変更」モードにしてください。



Ｐ－５２

１１６６．．伝票の編集伝票の編集

５．伝票の基本情報を確認し、変更する項目があれば修正します。

６．整備明細に切り替え、概算見積書作成時から変更があれば修正します。

特に下記の項目については確認してください。
１．伝票の発行日・受付日・完了日は概算見積書を作成した時

の日付になっていますので、実際の日付に入力し直してく
ださい。

２．特に車検切れのクルマの場合、次回車検日・法定点検日な
ど、新しい車検証と照合して正しい日付に修正してくださ
い。
※車検期間内の場合、次回車検日は納品書発行時に自動的に変更
されますので、新しい車検証の日付への修正は不要です。

特に下記の項目については確認してください。
１．伝票の発行日・受付日・完了日は概算見積書を作成した時

の日付になっていますので、実際の日付に入力し直してく
ださい。

２．特に車検切れのクルマの場合、次回車検日・法定点検日な
ど、新しい車検証と照合して正しい日付に修正してくださ
い。
※車検期間内の場合、次回車検日は納品書発行時に自動的に変更
されますので、新しい車検証の日付への修正は不要です。



Ｐ－５３

１１６６．．伝票の編集伝票の編集

７．概算見積書でお客様にご提案した項目で、今回の車検時には実施しなかった整備については
「後日整備」に登録することで、適切な時期にお客様にアプローチができます。

８．後日整備登録ウィンドウが開きますので、整備のご提案をしたい年月を入力します。
（プルダウンキーでカレンダーを表示させて日付を選択することもできます）

①「後日整備」として登録したい項目の行Ｎｏ．をマウス
の左ボタンでクリックします。
（作業と部品など、ひとつの後日整備項目として複数行
を選択したい場合は、マウスの左ボタンを押下したまま
スクロールさせると複数行の選択ができます。）

①「後日整備」として登録したい項目の行Ｎｏ．をマウス
の左ボタンでクリックします。
（作業と部品など、ひとつの後日整備項目として複数行
を選択したい場合は、マウスの左ボタンを押下したまま
スクロールさせると複数行の選択ができます。）

②続いてマウスの右ボタンをクリックするとサブメニュー
が表示されますので、一番下にある「後日整備」を左ボ
タンでクリックします。

②続いてマウスの右ボタンをクリックするとサブメニュー
が表示されますので、一番下にある「後日整備」を左ボ
タンでクリックします。

１

２

提案の年月を入力したら、確定ボタンを押します。提案の年月を入力したら、確定ボタンを押します。



Ｐ－５４

９．「後日整備」として登録した項目は背景が緑色に変わります。

１１６６．．伝票の編集伝票の編集

伝票の「種類」の項目のプルダウンキー（▼キー）
をクリックして伝票の一覧を表示させ、整備納品書
を選択します。

伝票の「種類」の項目のプルダウンキー（▼キー）
をクリックして伝票の一覧を表示させ、整備納品書
を選択します。

１０．原価や諸費用、前受金で変更がなければ「プレビュー」ボタンを押します。
（変更がある場合は見積書の作成時と操作は同一ですので１４～１６頁を参照してください）

金額等は表示されていますが、伝票の金額集計からは控除
されています。
他に後日整備登録したい項目があれば７～８の作業を繰り
返します。
（画面の例ではリヤ・ディスク・パッド交換も後日整備と
して登録）

金額等は表示されていますが、伝票の金額集計からは控除
されています。
他に後日整備登録したい項目があれば７～８の作業を繰り
返します。
（画面の例ではリヤ・ディスク・パッド交換も後日整備と
して登録）



Ｐ－５５

１１．プレビューが「整備納品書」に変わりますので内容を確認してから印刷ボタンを押します。
（内容を修正したい場合は、整備明細等の画面に戻って修正します）

「整備納品書」に画面が切り替わります。「整備納品書」に画面が切り替わります。

１１７７．納品書．納品書のの印刷印刷

印刷ボタンを押すと各項目の日付について確認する画面が開きます。
※初期の環境設定により、表示される条件設定を変更できます。

伝票のタイトルや明細行の背景色などは他の伝票と同様、
マスターメンテナンスのメニューから変更することがで
きます。

伝票のタイトルや明細行の背景色などは他の伝票と同様、
マスターメンテナンスのメニューから変更することがで
きます。

新しい車検証などを確認し、必要に応じて正しい日付に修正し、確定を
クリックします。

新しい車検証などを確認し、必要に応じて正しい日付に修正し、確定を
クリックします。



Ｐ－５６

１１７７．納品書．納品書のの印刷印刷

１２．データの登録を確認するメッセージが表示されますので「はい」をクリックします。

１３．印刷確認メッセージが表示されますので「はい」をクリックします。



Ｐ－５７

１１７７．納品書．納品書のの印刷印刷

１４．プリンターの設定内容を確認する画面が表示されますので、確認して「印刷」を押します。

１５．「納品請求書」が正しく印刷されたら「はい」を押します。



Ｐ－５８

車検基本オペレーションⅣ

入庫促進活動

車検基本オペレーション車検基本オペレーションⅣⅣ

入庫促進活動入庫促進活動



Ｐ－５９

１１８８．．車検対象者車検対象者の抽出の抽出・一覧表の印刷・一覧表の印刷
顧客情報・車輌情報（車検証データ）が正しく登録されていれば、車検対象者を抽出してＤＭや
ラベルシール（タックシール）、一覧表を作成し、車検のアプローチを行なうことができます。
車検や軽鈑金に限らず、オイル交換のお客様からも正確な車輌情報を取得していきましょう。

１．ＴＯＰ画面から「車検ＤＭ一覧表作成（元のボタン名：車検案内）」ボタンを選択します。

２．対象者の抽出条件設定画面が表示されますので、各項目を選択、設定してから抽出ボタンを
押します。

①対象期間を入力します。①対象期間を入力します。

②帳票の種類を選択します。
・車検対象車両一覧表
・車検お礼状対象車両一覧表
・車検未入庫車両一覧表

②帳票の種類を選択します。
・車検対象車両一覧表
・車検お礼状対象車両一覧表
・車検未入庫車両一覧表

③一覧表やＤＭの印刷順序を選択します。③一覧表やＤＭの印刷順序を選択します。

その他、画面に表示されている項目に
ついては、条件を入力することにより
対象を絞り込むことができます。

その他、画面に表示されている項目に
ついては、条件を入力することにより
対象を絞り込むことができます。



Ｐ－６０

１１８８．．車検対象者車検対象者の抽出の抽出・一覧表の印刷・一覧表の印刷

３．抽出条件に合致した対象車両が表示されます。
一覧表を印刷したい場合は、「一覧印刷」をクリックします。

４．確認メッセージ等が表示されますので、「はい」「印刷」をクリックしていくと、一覧表
が印刷されます。



Ｐ－６１

１１８８．．車検車検対象者対象者の抽出・の抽出・一覧表一覧表の印刷の印刷

５．「車検対象車両一覧表」が印刷されます。

「車検お礼状対象車両一覧表」や「車検未入庫車両一覧表」も同じ手順です。



Ｐ－６２

１１９９．車検．車検ＤＭＤＭのの印刷印刷

６．ＤＭ（はがき）印刷の場合は「プレビュー」をクリックするとイメージを確認できます。

※各印刷項目の設定はマスタメンテナンス画面で事前に行ないます。

「使用環境」の「18ＤＭ・電子メール」の項目で
メッセージを入力できます。
※メッセージの選択は「作成条件２」の「車検案
内メッセージ」や「車検お礼状メッセージ」の
項目で選択・登録します。

「使用環境」の「18ＤＭ・電子メール」の項目で
メッセージを入力できます。
※メッセージの選択は「作成条件２」の「車検案
内メッセージ」や「車検お礼状メッセージ」の
項目で選択・登録します。

「作成条件２」の「諸費用枠上メッセージ」の項
目で選択・登録します。

「作成条件２」の「諸費用枠上メッセージ」の項
目で選択・登録します。

「作成条件２」の「諸費用枠下メッセージ１・２」
の項目で選択・登録します。

「作成条件２」の「諸費用枠下メッセージ１・２」
の項目で選択・登録します。

「作成条件２」の「諸費用印刷有無」で選択しま
す。
→チェックを入れる（有にする）と諸費用が表示
されます。

→チェックをはずす（無にする）と印刷社名が表
示されます。

「作成条件２」の「諸費用印刷有無」で選択しま
す。
→チェックを入れる（有にする）と諸費用が表示
されます。

→チェックをはずす（無にする）と印刷社名が表
示されます。

この項目の印字は変更できません。この項目の印字は変更できません。



Ｐ－６３

１１９９．車検ＤＭの印刷．車検ＤＭの印刷

７．ＤＭの印刷は、「確認」の画面から「葉書印刷」ボタンをクリックします。
印刷確認のメッセージが表示されますので「はい」をクリックします。

８．プリンター、用紙の確認画面が表示されますので、はがきをプリンタにセットしたことを
確認してから「印刷」ボタンをクリックします。



Ｐ－６４

１１９９．車検ＤＭの印刷．車検ＤＭの印刷

９．はがきが正しく印刷されたら「はい」を押します。

「いいえ」をクリックするとプリンタ、用紙の設定確認画面
に戻ります。

「いいえ」をクリックするとプリンタ、用紙の設定確認画面
に戻ります。

◇◇ はがき印刷・ラベルシール印刷について ◇◇

操作説明書でご紹介しました既定の書式以外にも、はがき印刷については対応する
ことができます。
・車検チェーンや自社で作成したはがきに印刷する内容や文字の位置を合わせた
雛型を作成してほしい。

・印刷する文面を用途に合わせて各種用意したい。
など、ご要望がございましたら弊社までご連絡ください。

ラベルシールの印刷については
・１２枚タイプ（２列×６行）
・１４枚タイプ（２列×７行）
・１６枚タイプ（２列×８行）
・２１枚タイプ（３列×７行）
を用意しております。
ラベルの種類により一辺のサイズを調整する必要がありますので、ご購入の前に弊
社までお問い合わせください。
車両情報（登録番号）などを印刷することも可能です。



Ｐ－６５

車検基本オペレーションⅤ

受付画面について

車検車検基本オペレーション基本オペレーションⅤⅤ

受付画面について受付画面について



Ｐ－６６

２０２０．．受付画面について受付画面について
既に顧客・車両情報が登録されているお客様について、見積書などの伝票作成や申請書類の印刷、
また購買履歴の閲覧、印刷など、受付画面を使用するとスピーディーに処理することができます。
なお、新規の顧客・車両情報の登録も受付画面から行なうことができます。

１．「受付」画面を表示させるにはＴＯＰ画面から「受付」ボタンをクリックします。

２．「受付」画面が表示されますので、ナンバープレート（４桁）や顧客名カナなど、呼び出し
たい顧客・車両情報の一部を入力し、検索ボタンをクリックします。



Ｐ－６７

２０２０．．受付画面について受付画面について

３．各ボタンの機能は以下のとおりとなります。

①顧客コード・ナンバー・顧客名カナ・車台番号・電話番号
顧客・車両情報を呼び出すキーになります。一部情報を入力して検索ボタンを押すか、Enterキーを
押すことで該当する顧客・車両情報が表示されます。

②顧客情報表示エリア
①の検索キーで呼び出した顧客情報が表示されます。

③保有車両表示エリア
②に表示され、選択された顧客が保有している車両がすべて表示されます。

④伝票一覧
③で選択された車両について作成された伝票（見積書・指示書・納品書等）が表示されます。

⑤車検書類ボタン
車検時に印刷する申請書類の選択画面に切り替わります。
※内容は「車検オペレーションⅡ 申請書類の印刷と同じです。

⑥顧客詳細ボタン
顧客情報の入力画面（照会モード）が開きます。「切替」を押すことで「変更モード」となり、顧客情報
の修正など、編集ができます。

⑦車歴照会ボタン
過去の整備履歴（≒納品書データ）を参照することができます。

⑧車両詳細ボタン
車両情報の入力画面（照会モード）が開きます。「切替」を押すことで「変更モード」となり、車両情報
の修正など、編集ができます。

⑨車両追加ボタン
②に表示され、選択された顧客について車両を追加したいときに押します。車両の登録画面が開きます。

⑩伝票照会ボタン
④で選択された伝票の入力画面（照会モード）が開きます。「切替」を押すことで「変更モード」となり、
伝票明細の編集や伝票種類の変更（見積書→納品書など）ができます。

⑪伝票追加ボタン
新規で見積書・納品書等の伝票を作成したいときに押します。選択された顧客・車両で車両伝票作成画面
が開きます。

１

２

３
４

５

６

７ ８ ９
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Ｐ－６８

２０２０．．受付画面について受付画面について

４．車検書類メニュー ・・・「車検書類」ボタンを押すと画面が切り替わります。

１

２

①申請書類選択ボタン
印刷したい申請書類の種類を選択します。
クリックすると各書類の情報入力・印刷画面が開きます。
※内容は「車検オペレーションⅡ 申請書類の印刷と同じです。

②車両検索ボタン
「受付」画面に戻ります。

①申請書類選択ボタン
印刷したい申請書類の種類を選択します。
クリックすると各書類の情報入力・印刷画面が開きます。
※内容は「車検オペレーションⅡ 申請書類の印刷と同じです。

②車両検索ボタン
「受付」画面に戻ります。

５．車歴照会画面 ・・・「車歴照会」ボタンを押すと画面が開きます。

１

２

３

①伝票（履歴）一覧
「納品書」として売上計上された伝票（履歴）が表示されます。

②明細
①で選択した伝票（履歴）の明細が表示されます。

③車歴印刷
表示された明細を印刷します。（伝票とは書式が異なります）

①伝票（履歴）一覧
「納品書」として売上計上された伝票（履歴）が表示されます。

②明細
①で選択した伝票（履歴）の明細が表示されます。

③車歴印刷
表示された明細を印刷します。（伝票とは書式が異なります）



Ｐ－６９

バックアップ処理についてバックアップ処理について

大切なデータを消失しないためにも、バックアップディスクを用意し、定期的にバックアップ
処理を行なうことをお奨めします。
（万一データを消失した場合でも、㈱ＥＢＥでは一切責任を負いませんので、自社で責任を持ってバックアップ
処理を行なってください）

※バックアップディスクの用意及びバックアップ処理については、導入時に担当者からご説明いたします。

１．終了ボタンを押すと「すべての業務を終了してよろしいですか？」という確認メッセージが
表示されますので、「はい」をクリックします。

２．バックアップ処理を実行するか確認メッセージが表示されますので、「はい」をクリックし
ます。

１

２



Ｐ－７０

バックアップ処理についてバックアップ処理について

３．バックアップ方法とバックアップ先ドライブの確認画面が表示されますので、「実行」を
クリックします。

４．バックアップ処理実行の確認メッセージが表示されますので、「はい」をクリックします。

バックアップ処理が終了すると自動的に画面が閉じます。バックアップ処理が終了すると自動的に画面が閉じます。

バックアップドライブの設定等につきましては、㈱ＥＢＥ担当者までご確認ください。
また、バックアップドライブの容量がいっぱいになってしまった場合の対処についても同担当者までご連絡ください。



サポートについてサポートについて

システムのバージョンアップに伴うプログラムの更新や、法改正等に伴う新しい書式の追加、
最新データベースへの更新などは、サポート画面から更新プログラムをダウンロードすること
ができます。
また、システムトラブルや操作方法がわからない場合など、リモート操作によるサポートを行
なうことができます。

新しいプログラムの配布（データ更新）については、導入時に登録いただいたメールアドレス
宛に都度ご連絡します。メールアドレス未登録の場合は㈱ＥＢＥまでご連絡ください。

また、リモート操作によるサポートご希望の場合は、事前に㈱ＥＢＥ担当者までお電話いただ
き、対応日時等を調整・確認いただけますよう、お願いいたします。

データのダウンロードやリモートサポートを希望する場合は、「サポート」の項目をクリック
します。

リモートサポートの利用方法や、新しいデータのダウンロード方法については、
㈱ＥＢＥの担当者よりご案内しますので、お電話にてご連絡ください。

リモートサポートの利用方法や、新しいデータのダウンロード方法については、
㈱ＥＢＥの担当者よりご案内しますので、お電話にてご連絡ください。

リモートの画面が開き、リモートサポートの接続ボタンや、更新プログラム
ダウンロードのリンクボタンのある画面が表示されます。

リモートの画面が開き、リモートサポートの接続ボタンや、更新プログラム
ダウンロードのリンクボタンのある画面が表示されます。
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